
備
中
國
箭
田
村
大
塚
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
末
治

　
備
中
國
下
道
郡
箭
田
村
は
中
國
街
道
に
沿
へ
る
】
騨
に

し
て
、
北
方
高
梁
町
に
衡
は
玉
島
町
に
通
す
る
街
痘
此
の

所
よ
り
分
岐
し
交
通
上
の
一
要
鮎
に
詣
れ
り
。
此
の
地
其

の
郡
名
の
示
す
が
如
く
古
く
下
道
氏
の
郷
貫
に
し
て
、
西

方
近
く
下
道
囲
勝
背
信
母
夫
人
の
骨
藏
器
を
属
せ
る
小
田

郡
東
三
成
に
接
し
現
に
大
字
前
崎
に
は
吉
備
眞
備
の
墓
ご

傳
繕
す
る
墳
あ
り
、
叉
吉
備
寺
の
遺
れ
る
あ
り
て
、
往
古

に
於
け
る
開
化
を
想
像
せ
し
む
○
今
響
岩
前
崎
村
落
の
北

方
約
八
町
、
高
梁
町
へ
の
道
路
の
西
方
に
大
塚
な
る
古
墳

あ
り
。
明
治
三
十
四
年
入
月
十
四
日
螢
掘
さ
れ
て
偉
大
な

る
墓
鑛
ご
…
幾
多
の
遣
物
を
験
見
せ
る
も
の
也
。

　
余
去
歳
一
月
、
内
藤
敷
授
、
富
岡
講
師
の
好
意
に
依
り

て
下
溢
氏
に
關
す
る
遺
蹟
探
究
の
爲
該
地
方
豊
津
中
、
吉

備
寺
に
於
て
此
の
塚
の
遺
物
を
見
、
叉
山
崎
俊
隆
氏
の
東

　
　
　
第
一
巻
　
雑
纂
　
備
中
國
箭
田
村
大
塚
調
査
報
皆

溢
に
て
古
墳
の
構
造
を
實
製
す
る
を
事
を
得
、
雌
の
遺
踵

が
頗
る
注
目
に
値
す
る
も
の
に
て
、
π
や
に
上
古
に
於
け

る
下
道
郡
の
文
化
を
窺
ふ
上
に
重
要
な
る
資
料
把
る
の
み

な
ら
す
、
一
般
考
古
踏
固
の
研
究
に
輿
ふ
る
所
の
稗
益
少

か
ら
ざ
る
も
の
な
る
を
威
じ
π
り
。
即
ち
叢
に
此
の
稿
を

草
し
て
本
右
墳
の
形
歌
構
造
を
述
べ
登
見
の
遣
物
に
填
て

記
し
て
以
て
響
く
之
を
子
心
に
紹
介
せ
ん
こ
す
。

　
塚
は
中
差
街
撹
に
沿
ひ
北
方
に
欝
欝
せ
る
山
群
の
一
支

豚
麓
の
東
南
に
傾
斜
せ
る
壷
地
上
に
築
か
れ
坐
る
も
の
に

し
て
、
背
に
山
を
蹟
ひ
前
面
近
く
吉
備
公
の
墓
ご
傳
ふ
る

墳
の
存
す
乃
丘
陵
に
浮
し
、
東
南
方
は
小
田
川
流
域
の
李

地
を
蔚
下
し
朝
日
照
り
夕
日
輝
く
所
、
古
墳
管
造
の
傷
所

こ
し
て
多
く
見
る
景
勝
の
地
塁
を
占
め
π
り
。
墳
は
罪
な

る
九
塚
に
し
て
穫
二
十
五
間
に
上
り
遠
く
よ
り
其
の
存
在

を
認
む
る
を
得
べ
し
Q
富
士
の
機
甲
は
二
二
分
飼
ら
れ
だ

る
が
馨
原
形
を
存
し
て
三
段
に
築
き
成
さ
れ
惟
る
當
初
の

外
形
明
に
逡
れ
り
。
埴
輸
鰻
筒
の
破
片
附
近
に
多
く
僻
在

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
四
號
　
　
　
　
一
四
｝
二
　
（
七
〇
八
）



第
　
　
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
備
中
國
箭
田
村
大
癒
調
査
報
皆

し
現
に
一
部
封
土
の

除
去
さ
れ
七
部
分
即

ち
最
下
段
に
は
猶
±

中
に
園
緯
し
て
存
せ

る
蓮
を
認
め
ら
る
。

山
蔚
俊
隆
氏
の
談
に

の
調
査
に
圓
筒
四
重

に
重
り
あ
り
し
ご
の

事
な
る
が
、
其
の
果

し
て
然
る
や
否
は
難

草
繁
れ
る
際
こ
て
是

を
確
む
る
事
能
は
ざ

り
き
Q
把
“
他
の
例

よ
り
推
し
普
麺
圓
筒

は
封
土
の
各
階
段
に

園
緯
せ
る
も
の
な
れ

一
多
多
■
「
r
多
㊤
を
’
匁
ド

釜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
つ
．

幽一搬

一…～F出　一一
　傭卿　弗つ髪

此
一

義。、　＿。舅二二1

劇詩懸及弼ZF野墓賑二丁驚

，
憲
伽

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　

一
四
四
（
七
〇
九
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ば
其
の
四
重
ご
云
ふ
信
ず
べ
き
に
近
き
か
G
塚
の
北
方
丘

陵
こ
の
間
に
淫
の
遊
か
ご
思
は
る
も
の
志
せ
る
が
南
方
部

は
既
に
開
墾
さ
れ
て
其
の
部
の
原
形
朋
な
ら
ざ
る
を
以
て

今
之
を
決
定
す
る
に
由
な
し
O

　
此
の
封
土
の
衡
側
に
明
治
三
十
四
年
に
獲
掘
さ
れ
π
る

墓
漿
開
口
せ
り
。
形
式
横
穴
式
の
室
ご
羨
道
の
機
甲
あ
る

も
の
に
て
馨
完
存
す
。
其
の
．
藍
建
を
見
る
に
側
壁
は
花
商

岩
の
大
石
叢
み
重
ね
成
れ
る
も
の
に
て
断
面
梯
形
を
な

し
、
羨
道
の
石
ご
石
の
接
合
面
に
は
今
猶
石
灰
？
を
混
じ

た
る
土
を
塗
れ
る
遭
を
認
む
べ
し
。
室
の
奥
壁
は
幅
十
尺

高
十
二
尺
余
の
面
を
一
．
石
を
以
て
造
り
、
之
を
覆
ふ
に
室

は
天
井
石
四
、
羨
道
数
枚
（
今
三
個
存
す
）
を
以
て
せ
り
。

構
作
の
肚
麗
な
る
事
殆
ん
ご
其
の
例
を
見
ざ
る
も
の
也
。

吻
、
室
は
一
長
二
十
七
尺
七
寸
、
棺
柵
九
q
八
ふ
野
壷
五
分
、
賞
岡
さ
十

一
尺
八
寸
、
羨
道
は
絡
長
三
十
五
尺
六
寸
（
内
天
弁
石
の

存
す
る
部
分
の
長
さ
二
十
一
尺
二
寸
あ
り
。
子
羽
の
外
入

口
二
三
尺
の
部
分
は
破
壊
さ
れ
重
る
ら
し
）
、
思
入
ロ
に



て
六
尺
八
寸
、
高
さ
七
尺
四
寸
あ
り
。
室
ご
羨
滋
の
差
は

天
井
部
に
於
て
四
尺
除
、
西
壁
に
於
て
二
尺
一
寸
四
分
、
東

壁
に
於
て
一
尺
七
寸
を
数
ふ
。
是
を
從
來
獲
表
さ
れ
た
る

正
確
な
る
測
定
を
な
し
得
翻
る
最
大
墓
籏
の
備
前
國
赤
磐

郡
牟
佐
村
の
そ
れ
に
比
し
て
猫
二
尺
飴
長
さ
に
於
て
加
は

れ
る
を
見
る
（
齢
明
豊
籍
懇
躍
襯
怨
ゆ
欝
隔
驚

櫃
）
。
殊
に
此
の
鑛
に
就
て
注
目
す
べ
き
は
玄
室
内
に
梛
こ

も
聡
す
べ
き
四
個
の
石
床
の
存
し
其
の
構
造
の
複
雑
な
る

黙
に
あ
り
。
即
ち
一
は
玄
室
の
奥
書
に
接
し
て
設
け
ら
れ
、

縦
三
尺
三
寸
、
横
室
に
等
し
く
、
底
は
室
よ
り
高
さ
一
尺

内
外
高
ま
り
あ
り
て
上
部
李
板
石
を
敷
き
、
」
幅
八
寸
の
切

石
三
枚
を
以
て
前
方
ご
癌
劃
せ
り
。
他
の
三
個
は
是
に
績

き
室
の
西
壁
に
接
し
て
一
列
に
存
し
其
の
間
各
賞
石
一
を

以
て
別
ち
、
’
北
方
の
も
の
は
縦
二
尺
一
寸
あ
b
O
中
央
の

も
の
最
も
完
全
に
て
縦
七
尺
二
寸
五
分
、
横
幅
四
尺
三
寸
、

底
は
厚
昏
八
寸
内
外
の
李
板
石
三
枚
を
歎
き
、
室
の
底
面

よ
り
約
一
尺
五
寸
鯨
高
し
。
南
端
の
室
は
縦
五
尺
八
寸
、

　
　
　
第
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
備
中
閾
箭
田
村
大
塚
調
査
報
告

槻
三
尺
一
寸
、
底
部
又
小
板
石
を
以
て
敷
け
る
が
申
央
の

床
よ
り
も
七
寸
内
外
低
く
構
造
又
小
形
な
り
。
而
し
て
爾

者
共
に
切
石
二
枚
を
以
て
東
側
の
癌
劃
を
成
せ
り
。
是
等

四
個
の
室
は
九
州
西
海
岸
地
方
に
類
例
多
く
、
中
盤
地
方

に
於
て
も
時
に
登
見
さ
る
、
も
の
こ
形
式
を
同
じ
く
し
、

構
造
上
よ
り
し
叉
後
段
述
ぶ
る
遣
物
の
配
列
よ
ゆ
見
れ
ば

蓋
し
眞
の
意
昧
に
於
け
る
櫛
な
る
べ
く
、
其
の
底
部
の
形

式
は
筑
後
國
久
留
米
市
日
輪
寺
境
内
に
あ
る
一
古
墳
の
彫

刻
を
有
す
る
石
榔
の
そ
れ
ご
同
一
な
り
。
こ
は
古
墳
内
部

の
構
造
の
研
究
及
び
そ
の
部
の
遺
物
の
理
没
状
態
に
於
て

是
を
畿
内
地
方
に
多
き
横
穴
式
塘
…
の
そ
れ
ご
封
比
す
る
時

は
研
究
の
上
に
少
な
か
ら
ぜ
る
興
趣
を
惹
く
も
の
な
り
。

　
本
意
墳
磯
見
の
遺
物
の
大
部
分
は
今
同
地
前
崎
な
る
吉

備
寺
に
仰
せ
ら
れ
あ
り
て
爾
煮
相
比
較
し
て
調
査
研
究
を

な
す
事
を
得
べ
し
。
余
が
調
査
せ
る
逡
物
の
品
目
左
の
如

し
O
　
勾
玉
　
　
　
　
三
十
二
個
、
　
黄
玉
　
　
　
十
五
個

第
四
號
　
　
一
四
五
　
（
七
一
〇
）



第
一
巻
　
　
雑
纂
　
　
備
串
國
鱒
岡
営
大
塚
調
査
報
告

破
半
玉
　
二
百
六
十
二
個
、

銀
環
　
　
　
　
　
　
一
個
、

大
刀
柄
頭
　
　
　
　
二
個
、

刀
身
装
具
残
鋏
　
・
一
括
、

鐵
鑑
　
　
　
　
　
十
本
、

金
環
蕃
書
轡
鏡
板

馬
具
類

七一六二
4画　4固　4周　4固

　
此
の
外
土
男
芸
刀
身
等
あ
り
し
ご
の
事
な
る
も
是
を
實

養
す
る
機
會
な
か
り
し
を
以
て
今
蓮
ぶ
る
を
得
す
。
是
等

遺
物
が
如
何
な
る
歌
態
に
埋
没
せ
し
か
に
就
て
は
、
登
掘

後
年
次
を
経
、
難
壁
の
調
査
書
類
の
存
す
る
な
け
れ
ば
朋

確
に
知
る
能
は
ざ
る
も
幸
に
其
の
登
掘
を
目
撃
さ
れ
π
る

豊
崎
氏
よ
り
配
最
の
概
要
を
聴
き
馨
壁
際
の
状
態
を
推
察

す
る
事
を
得
把
り
。
即
ち
玄
室
内
の
奥
壁
に
費
せ
る
郷
の

内
部
に
は
玉
類
を
納
め
、
西
壁
の
三
脚
中
の
北
の
小
室
屯

は
馬
具
類
あ
り
。
中
央
の
梛
上
に
遽
骸
を
郵
り
、
こ
の
東

方
玄
室
の
底
面
上
に
金
銀
等
の
環
め
り
○
更
に
羨
雛
の
玄

室
に
接
す
る
部
の
西
廻
側
に
近
く
土
器
類
を
獲
見
せ
り
ご

云
ふ
Q
其
の
正
面
の
梛
に
玉
類
を
藏
し
て
骨
片
を
登
見
せ

第
四
號
　
　
　
一
四
山
ハ
　
（
七
一
　
一
）

ざ
り
し
ご
は
稽
疑
は
し
き
も
、
内
部
の
構
造
上
の
位
置
よ

り
考
へ
、
又
貴
重
な
る
玉
野
の
存
せ
し
よ
り
推
せ
ば
此
の

墳
墓
の
主
人
を
葬
り
し
榔
ご
解
す
べ
し
。
他
の
遺
物
の
配

刻
が
果
し
で
上
記
の
如
く
な
り
こ
せ
ば
、
西
側
の
中
央
榔

に
め
り
し
遺
骨
は
四
葬
の
も
の
こ
認
む
べ
く
埋
葬
の
朕
態

叉
研
究
上
に
一
新
事
實
を
提
供
せ
る
も
の
こ
云
ふ
べ
し
。

　
左
に
登
見
遺
物
の
重
要
な
る
も
の
に
就
て
概
要
を
説
朋

せ
ん
に
、

一
、
勾
玉
、
登
掘
の
際
に
は
六
十
鯨
帯
あ
り
し
平
な
る
も

　
掌
三
鷹
し
て
今
存
す
る
は
三
十
二
掴
な
り
何
れ
も
霧
璃

製
に
し
て
黄
色
を
帯
ぷ
。
最
大
な
る
も
の
長
さ
九
分
に

　
し
て
最
小
ご
思
は
る
も
の
六
分
あ
り
。
形
朕
一
斗
な
ら

　
ざ
る
が
輪
郭
の
美
麗
な
る
少
く
、
多
く
は
頭
部
大
に
失

　
せ
り
〇

一
、
丸
玉
　
水
雲
製
な
り
〇
十
五
個
の
中
九
個
は
大
形
に

　
し
て
穫
四
分
あ
り
。
他
の
六
個
は
狸
二
分
八
厘
内
外
の

隊
形
な
り
。



「
、
破
璃
玉
　
穫
二
分
、
高
一
分
五
厘
内
外
の
も
の
百
二

十
七
個
、
小
形
の
も
の
百
三
十
五
個
あ
り
。
多
く
は
藍

色
な
る
が
中
型
＋
五
個
は
青
色
を
呈
せ
り
。

一
、
金
環
　
二
欄
共
に
殆
ん
ご
同
形
に
て
長
穫
一
寸
、
短

穫
九
分
の
も
の
。

一
、
早
早
　
一
個
、
金
環
に
比
し
て
少
し
く
小
形
な
り
〇

一
、
銅
環
六
個
あ
り
。
大
形
の
も
の
こ
個
は
長
径
一
寸

四
分
、
短
裡
一
寸
三
舜
あ
り
○
他
は
金
環
の
大
さ
に
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

似
た
り
○
何
れ
も
最
初
鍍
金
か
鍍
銀
な
り
し
な
ら
ん
も

今
猶
遊
を
留
め
・
ず
Q

一
、
大
刀
柄
頭
　
二
個
、
玉
戸
ご
共
に
本
古
墳
螢
見
遺
物

主
要
部
を
な
す
も
の
也
。
共
に
金
銅
製
に
し
て
鳥
首
を

立
体
的
に
現
は
し
、
一
は
大
形
の
精
巧
な
る
も
の
金
色

奨
把
り
。
環
心
綱
二
寸
三
分
、
長
二
寸
五
分
あ
り
下
絡

國
猿
島
郡
猿
島
最
大
字
金
岡
字
耳
擦
紳
三
見
の
そ
れ
ご

・
．
馨
形
質
を
一
に
せ
り
。
他
の
一
は
附
着
物
の
腐
蝕
甚
だ

し
き
が
大
体
に
於
て
詞
形
に
し
て
、
環
の
長
樫
一
寸
八

第
一
谷
　
　
離
　
纂
　
　
備
申
覇
・
箭
田
村
大
糠
調
査
報
告

分
、
長
二
寸
四
分
野
り
〇

一
、
轡
鏡
板
ム
ー
存
す
る
は
一
個
の
み
。
普
通
の
鐵
製
錫

張
ら
に
し
て
大
さ
三
寸
三
分
、
表
面
に
菱
形
の
線
を
表

は
せ
り
Q

一
、
刀
身
装
具
残
歓
鞘
の
一
部
分
な
り
ご
考
（
、
ら
る
。

木
片
の
友
部
に
厚
さ
四
厘
の
金
銅
を
捲
け
る
も
の
、
斯

く
の
如
き
持
を
幸
せ
る
大
刀
の
完
形
は
如
何
に
麗
し
か

り
し
か
を
想
像
せ
し
む
Q

一
、
馬
具
類
　
何
れ
も
鐡
製
な
う
Q
余
の
見
た
る
七
個
の

多
く
は
破
損
し
て
其
の
原
形
の
如
何
な
り
し
か
を
知
る

べ
か
ら
ざ
る
も
、
中
に
形
の
完
全
に
近
き
二
個
は
共
に

雲
珠
に
し
て
、
上
部
錫
を
．
張
り
、
一
は
裡
｝
寸
七
分
圓

形
を
な
し
、
他
は
総
革
一
寸
四
分
、
短
形
一
寸
、
中
央

は
圓
形
造
り
な
る
菱
形
の
も
の
也
Q

一
、
畑
賀
　
二
形
式
あ
り
て
一
は
普
麺
の
も
の
に
て
其
数

七
本
あ
り
。
他
は
寧
ろ
我
國
登
見
の
田
部
に
通
有
の
式

に
し
て
、
破
片
を
合
し
三
本
分
こ
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
四
七
　
（
七
一
二
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
備
中
國
箭
田
村
大
隙
調
査
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
四
八
　
（
七
一
三
）

　
今
是
等
の
遺
物
を
蓮
槻
す
る
に
勾
玉
、
丸
秘
、
破
璃
玉
　
　
　
墳
墓
構
造
上
よ
り
云
へ
ば
内
部
的
石
室
的
証
の
最
盛

等
の
玉
類
が
多
く
螢
見
さ
れ
し
に
不
係
濁
り
管
玉
の
一
個
　
　
　
時
の
特
色
を
示
せ
る
事
。
　
　
　
．

も
存
せ
ざ
り
し
は
精
異
榛
に
聾
す
る
斯
に
し
て
、
吾
人
が
　
　
三
、
鑛
の
内
部
の
構
造
復
難
に
し
て
四
欄
の
石
榔
を
有

古
墳
登
掘
品
に
就
て
往
々
耳
に
す
る
此
の
種
の
例
の
一
に
　
　
　
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

数
ふ
べ
く
、
亦
刀
劒
装
具
に
優
秀
な
る
遺
品
を
涌
し
な
が
　
　
四
、
籏
壁
に
石
荻
？
を
混
ぜ
る
も
の
を
塗
b
、
螢
造
の

ら
甲
冑
等
武
具
類
を
見
ざ
る
事
も
古
墳
の
遺
物
の
性
質
上
　
　
　
術
の
進
歩
せ
る
を
認
め
し
む
る
事

特
記
す
べ
き
欝
欝
な
ら
ん
。
た
い
上
記
以
外
に
猫
刀
身
、
　
等
な
り
こ
す
Q
而
し
て
其
の
埋
葬
の
鰻
物
が
勾
玉
、
刀
、

土
器
類
等
の
毒
見
品
あ
り
し
も
余
之
を
調
査
す
る
臨
写
な
　
柄
頭
等
の
優
秀
な
る
も
の
多
か
b
し
事
亦
注
意
す
べ
き
織

か
り
し
を
以
て
如
何
な
る
種
類
め
も
の
な
る
か
を
朋
に
な
な
る
べ
し
Q
是
等
に
依
り
吾
人
は
横
穴
式
墳
の
与
島
の
古

し
得
す
、
從
て
遣
物
全
膿
の
考
察
に
敏
く
⑩
所
あ
る
は
切
に
　
く
し
て
或
地
方
に
於
て
は
既
に
大
土
工
的
墳
墓
警
造
の
時

遺
憾
こ
す
る
所
な
り
。
他
日
再
調
是
等
が
補
訂
を
な
さ
ん
　
代
に
此
の
大
石
室
的
構
造
が
最
盛
期
に
達
し
て
、
雨
渚
併

畿争

�
冾
ｷ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
さ
れ
た
る
事
を
知
り
得
る
な
り
e
此
の
意
味
よ
り
せ
ば

　
上
家
記
述
せ
る
所
を
総
合
す
る
に
此
の
古
墳
の
構
造
上
　
本
古
墳
の
如
き
は
た
や
に
構
造
の
大
な
る
を
推
す
べ
き
の

特
記
す
べ
き
は
、
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
ら
す
、
昨
今
頻
に
斯
界
に
論
議
さ
れ
っ
、
あ
る
古
墳

，
一
、
封
土
大
に
し
て
埴
輪
圓
筒
を
有
し
外
形
の
完
美
せ
餌
の
年
代
及
び
機
翼
の
研
究
上
に
一
の
新
π
る
資
料
を
提
供

　
　
る
形
式
の
も
の
に
て
、
而
も
　
　
　
　
　
　
　
す
る
も
の
こ
云
ふ
べ
く
、
亦
一
面
從
摩
行
は
れ
把
る
外
部

　
二
、
内
部
に
は
類
例
稀
な
る
横
穴
式
大
魚
塘
…
め
り
、
古
　
よ
b
す
る
年
代
考
定
法
に
は
調
査
の
上
に
、
研
究
法
上
に



　
ρ
■

幾
多
の
鋏
漏
あ
り
、
更
に
蒼
く
各
地
に
亘
り
て
遣
物
遺
蹟

の
根
本
的
調
査
を
行
ひ
、
そ
の
上
に
建
設
せ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
事
を
戚
ぜ
し
む
る
も
の
な
り
。

　
余
は
内
藤
敷
授
、
富
岡
講
師
及
び
山
崎
氏
の
好
意
に
依

是
が
報
告
を
な
し
得
元
る
を
喜
ぶ
ご
共
に
今
後
一
層
此
の

方
面
の
調
査
研
究
に
從
は
ん
事
を
期
す
。
（
六
月
＋
四
日
稿
）

　
　
　
ナ
イ
ル
河
上
の
人

　
　
　
　
　
　
細
雪
博
士
　
．
坂
　
　
口
　
　
　
昂

　
昨
年
の
春
、
ア
ル
ゴ
ー
ヌ
の
森
の
二
月
の
砲
戦
に
、
若

き
ジ
ャ
ン
・
マ
ス
ペ
ロ
が
津
津
の
た
め
に
誉
れ
し
を
聞

き
た
り
。
ジ
ャ
ン
は
ガ
ス
ト
ン
・
マ
ス
ペ
”
の
季
の
子
、

未
來
あ
る
ビ
ザ
ン
ツ
研
究
家
な
り
し
ご
。
愛
児
の
不
幸
の

如
何
に
老
父
の
胸
を
痛
め
沈
り
け
む
、
今
年
こ
の
夏
、
叉

斯
の
有
名
な
る
埃
及
聖
者
の
計
を
傳
ふ
。
⊥
ハ
月
三
十
日
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
デ
ミ
も
デ
も
サ
ソ
ス
ク
リ
ブ
シ
ヨ
シ

里
、
国
土
が
晩
年
の
名
轡
の
勤
め
す
な
る
金
石
學
士
院
の

難
聴
に
、
止
る
報
告
に
ご
起
ち
て
未
だ
難
語
を
塗
せ
ざ
る

　
　
　
第
一
巻
．
　
雑
　
纂
　
　
ナ
イ
ル
河
上
の
人

に
、
後
ろ
ざ
ま
に
倒
れ
て
復
讐
，
鎚
把
す
、
行
年
七
十
一
〇

　
思
ひ
出
多
き
ナ
イ
ル
の
國
よ
○
今
は
早
や
五
年
以
上
の

昔
こ
な
り
ぬ
つ
そ
の
折
、
知
り
合
ひ
し
埃
及
學
者
の
う
ち
、

深
き
印
象
を
残
し
た
る
一
人
は
ル
ク
ソ
川
河
岸
の
マ
ス
ペ

算
博
士
な
り
き
○
吾
が
紀
元
櫨
即
、
ナ
イ
川
河
畔
親
光
の
好
シ

ー
ズ
ン
、
余
は
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
奮
都
に
上
陸
し
き
。
璽

カ
イ
買
一
に
入
り
博
物
館
に
博
士
を
訪
ふ
。
上
埃
及
出
張

中
ε
て
あ
は
す
。
余
は
事
務
員
の
好
意
に
よ
り
上
埃
及
の

モ
ほ
ユ
メ
ン
ツ

遺
物
観
覧
薬
事
葉
を
悪
ま
れ
ぬ
。
抑
も
カ
イ
ロ
ー
よ
9

上
流
の
観
光
客
は
先
づ
博
物
館
内
古
蹟
局
に
就
き
、
金
百

二
十
ビ
ァ
ス
タ
を
錦
ひ
上
記
の
如
き
券
を
貰
ひ
、
蕩
所
毎

に
提
示
す
べ
き
な
り
O
余
は
カ
イ
η
書
に
数
9
を
費
し
型

の
如
く
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
も
登
り
ぬ
。
い
よ
く
、
季
聖
な

る
ヲ
ビ
ヤ
の
沙
丘
を
左
右
に
、
椰
子
ご
酪
駝
ご
三
角
帆
こ

の
河
岸
の
、
姫
路
よ
り
東
京
ま
で
に
等
し
き
哩
路
を
一
、
研

に
走
り
で
上
埃
及
の
中
心
ル
ク
ソ
ル
に
着
し
澱
。
さ
て
翌

日
プ
ー
べ
の
大
遣
幕
見
學
こ
い
ふ
に
、
始
め
て
か
の
肝
要

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
四
九
　
（
七
隅
四
）


